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140 自動車技術

ガソリンエンジンにおけるピストンスカートの
フリクション解析―スカート油膜分布の影響―

（講演番号：８１）

鈴木秀和氏
富士重工業㈱

運動・判断混在型ハイブリッドシステム
モデルに基づく危険回避行動のモデル化

（講演番号：１３５）

鈴木達也氏
名古屋大学

　優秀講演発表賞は，“学術講演会の更なる活性化と発表水準の向上を図る”ことを目的に，２００２年春季大会より設置されました．
受賞者数は講演発表件数の２％以内とし，大会ごとに学術講演会運営委員会が大会参加者による評価をもとに受賞候補者を選定し，
表彰委員会が決定いたします．今回は，下記の４名の方々が受賞されました．授賞式は，２００５年春季大会期間中５月１９日（木）にパ
シフィコ横浜会議センターメインホールにて行います．

２００４年秋季大会優秀講演発表賞受賞者
問合せ先：技術・規格グループ　三田

E-mail: mita@jsae.or.jp

時間軸乗心地シミュレーションの技術
開発―予測精度の向上，精度の検証―

（講演番号：１３７）

皆川正明氏
Honda R&D Europe（Deutschland）GmbH

燃料の組成がHCCIエンジンの燃焼特性に
与える影響

（講演番号：１６２）

柴田　元氏
新日本石油㈱

材料部会
委員（前部会長）

二輪部会
幹事
ISO/TC22/SC22 議長

岡崎　健氏
マツダ㈱

加藤幹夫氏
㈱本田技術研究所

２００４年度　標準化活動功労者
問合せ先：技術・規格グループ　山口

E-mail: yamaguch@jsae.or.jp

　２００５年２月２３日に開催された第５回規格委員会において，標準化活動功労者への感謝状・記念品贈呈式が行われました．これは
標準化活動へ長期間にわたり積極的な取組みを行い，多大なる貢献をしていただいた方への感謝の意を表し，また関係者による標準
化活動の重要性の理解の一助となることを期待し，２００３年度に制定されたものです．第２回目となる今回の受賞者は以下の２名の
方です．
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　音には，人を快適にする音（快音）と不快にする音（騒音）があり，低騒音化は必ずしも快適な音
環境をつくり出すことにはならない．そのため現在，自動車や家電，OA機器，カメラなどの開
発で，快音をつくり出す研究が盛んに行われている．本書は，「音とは何か？」といった音の基
礎知識から，音の分析と評価の手法，音の可視化，音響の利用技術まで，図を多用してわかりや
すく解説している．さらに，快音設計の具体例など最新技術も紹介している．　 （文：戸井武司）
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